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秘
蔵
写
真

　今
は
昔
、山
村
に
暮
ら
す
人
々
と
そ
の
生
業
と
し
て
の

林
業
を
当
局
秘
蔵
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
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「
裏
木
曽
」そ
の
一

裏
木
曽
と
は

　

東
濃
森
林
管
理
署
管
内
、
現
在
の
中
津
川
市
の
北

東
部
の
森
林
地
域
は
か
つ
て
、「
本も

と

木き

そ曽
」「
表
お
も
て

木き

そ曽
」

と
呼
ば
れ
た
信
州
側
の
木
曽
地
域
に
対
し
て
阿あ
て
ら寺
山

地
を
挟
ん
で
「
裏う
ら

木き

そ曽
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
江
戸
時

代
の
こ
の
地
域
（
濃

の
う
し
ゅ
う州
恵え
な
ぐ
ん
那
郡
加か
し
も
む
ら

子
母
村
、
付つ
け
ち
む
ら

知
村
、

川か
わ
う
え
む
ら

上
村
）
は
木
曽
地
域
と
同
様
に
尾
張
藩
領
で
あ
り
、

時
代
に
よ
っ
て
、「
裏
木
曽
三
ヶ
村
」「
濃
州
三
ヶ
村
」

な
ど
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

信
州
側
の
木
曽
地
域
と
同
様
に
ヒ
ノ
キ
・
サ
ワ
ラ

と
い
っ
た
有
用
な
針
葉
樹
資
源
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地

域
の
森
林
の
多
く
は
、
明
治
時
代
の
半
ば
以
降
は
帝

室
林
野
局
の
御
料
林
と
な
り
ま
す
。
特
に
優
れ
た
天

然
ヒ
ノ
キ
材
を
産
出
し
て
き
た
た
め
、
近
現
代
の「
木

曽
ヒ
ノ
キ
」の
名
声
の
一
定
部
分
は
こ
の
地
域
が
担
っ

て
き
た
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。

付
知
川
に
於
け
る
材
木
伐
出
の
沿
革
と
繪
解

　

昭
和
二
十
八
年
、
付
知
営
林
署（
現
・
東
濃
森
林
管

理
署
）
よ
り
「
付
知
川
に
於
け
る
材
木
伐
出
の
沿
革
と

繪え

解と
き
」と
い
う
資
料
が
刊
行
さ
れ
ま
す
。
本
と
い
う
よ

り
は
、
上
・
下
巻
、
折
り
畳
み
式
の
絵
巻
物
と
い
っ

た
感
の
あ
る
独
特
の
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
資
料
は
裏
木
曽
に
お
け
る
機
械
化
以
前
の
伐

木
運
材
を
描
い
た
も
の
で
、
特
に
付
知
川
で
の
流

り
ゅ
う
ざ
い材

（
川
に
浮
か
べ
た
木
材
を
バ
ラ
バ
ラ
に
流
す
こ
と
）
の

最
盛
期
で
あ
る
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
が
舞
台
と

な
っ
て
い
ま
す
。

裏木曽の古写真（昭和10年代頃）裏木曽の古写真（昭和10年代頃）

「付知川に於ける材木伐出の沿革と繪解」上・下巻「付知川に於ける材木伐出の沿革と繪解」上・下巻

昭和20年代に撮られた現在の付知裏木曽国有林（東濃森林管理署管内）昭和20年代に撮られた現在の付知裏木曽国有林（東濃森林管理署管内）
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こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、
当
局
サ
イ
ト

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
写
真
の
な
い
時
代
へ
時
を
超
え

て
！
む
か
～
し
の
写
真
を
紹
介
す

る
サ
イ
ト
で
す
。

　
当
サ
イ
ト
へ
は
、
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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こ
の
資
料
は
当
時
の
付
知
営
林
署
長
か
ら
の
依
頼

に
よ
り
、
編
集
・
監
修
を「
三
千
年
物
語
：
付
知
の
あ

ゆ
み
」の
著
作
が
あ
る
三
尾
箕
山（
金
三
）氏
、
画
・
筆

者
が
牧
野
彪
六
郎
氏
（
当
時
付
知
営
林
署
職
員
）、
資

料
の
収
集
に
元
「
総
杣
頭
」
で
あ
っ
た
熊
崎
元
義
氏
の

協
力
を
得
て
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

木
曽
・
飛
騨
地
域
の
古
い
林
業
風
景
を
描
い
た
絵

図
と
し
て「
木
曽
式
伐
木
運
材
図
会
」（
中
部
森
林
管
理

局
所
蔵
）が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
の
裏
木
曽
版

を
作
ろ
う
と
い
う
意
気
込
み
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
の
伐
木
運
材
風
景
を
描
い
た「
木
曽

式
伐
木
運
材
図
会
」
と
は
共
通
す
る
部
分
も
あ
る
一

方
、
明
治
・
大
正
時
代
の
服
装
・
風
習
が
見
ら
れ
、

ま
た
運
材
に
用
い
る
設
備
の
分
解
図
な
ど
は
大
変
詳

細
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

資
料
の
発
行
数
が
限
ら
れ
、
折
り
畳
み
の
絵
巻
物

風
と
い
う
独
特
の
構
成
、
専
門
的
な
説
明
が
取
っ
つ

き
に
く
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注

目
さ
れ
る
機
会
の
少
な
か
っ
た
資
料
で
も
あ
り
ま
す

が
、
描
か
れ
て
い
る
舞
台
で
あ
る
明
治
末
期
か
ら
既

に
百
年
以
上
、
製
作
さ
れ
て
か
ら
も
既
に
七
十
年
が

過
ぎ
、
今
後
ま
す
ま
す
、
往
時
の
林
業
風
景
を
伝
え

て
く
れ
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

「付知川に於ける材木伐出の沿革と繪解」より “簗
やなせぎ

堰”（丸太を水に浮かべて運ぶしかけの一つ）

「付知川に於ける材木伐出の沿革と繪解」より “簗堰の分解図”

「
付
知
川
に
於
け
る
材
木
伐
出
の
沿
革
と
繪
解
」
よ
り

〟技
手
〝（
帝
室
林
野
局
職
員
の
制
服
姿
）
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